
款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

国民健康保険事業費
納付金

193,514

総合計画での位置付け 健康づくりの推進

10

12,069

合　　　　　　　計 801,900

6,967

　その他事務経費等。

保健事業費

一般管理費等

共同事業拠出金
　退職者医療制度の対象者把握に係る年金受給権者一覧表作
成に要する経費。

・特定健康診査等事業
　生活習慣病予防を目的に、特定健診で把握した対象者に保
健指導を実施し、予防・改善を図る。
・保健事業
　人間ドック、脳ドック、医療費通知、ジェネリック差額通
知等の実施。

　医療費等を基に県が算定する納付金を納付する。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

589,340

167,42747,131国民健康保険事業 801,900 587,342

　国民健康保険事業の健全な運営を確保し、社会保障及び国民保健の向上に寄与する。

　被保険者の疾病、負傷、出産又は死亡等に関して必要な保険給付を行う。
　保健事業の実施により、医療費適正化、病気の早期発見及び健康意識の向上等を図る。
　平成30年度から実施される制度改革に伴い、県も新たに保険者となることから、協力して安定的な
財政運営や効率的な事業運営を図ることとする。

保険給付費
　療養給付費、療養費、高額療養費等医療に係る給付。
　出産育児一時金、葬祭費の支給。

予算書
ページ

予算
科目

事業名（大事業）

所属： 子育て健康 健康対策

平成30年度 国民健康保険事業 特 別 会 計　予算説明資料

予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

後期高齢者医療制度円滑
運営事業

 保険料軽減特例の見直しに係るシステム改修事業 616

予算書
ページ

予算
科目

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

82,941

予算額

平成30年度 会計　予算説明資料

所属： 子育て健康 健康対策

後期高齢者医療事業 特別

一般管理費
 消耗品、印刷代、郵券代
 情報センター委託手数料

1,343

後期高齢者医療保険事業 91,500 616 7,943

　後期高齢者医療制度運営の安定化、医療費に係る財源の確保

　一般管理費
　鳥取県後期高齢者医療広域連合への保険料納付
　保険料還付金、還付加算金、予備費

事業名（中事業） 事　業　内　容

後期高齢者医療広域連合
納付金（現年分）

 保険料負担金（町で徴収する保険料、保険料軽減分及び延滞
金）
 広域連合事務費負担金

89,084

後期高齢者医療広域連合
納付金（過年分）

 平成30年４、５月収納分（平成29年度調定） 200

保険料還付金  後期高齢者医療保険料前年度納付分の過誤分に対する還付金 150

還付加算金  後期高齢者医療保険料の還付の発生に伴う加算金 20

87

合　　　　　　　計 91,500

総合計画での位置付け 高齢者支援の充実

予備費  後期高齢者医療事業特別会計の予備費

過疎 辺地
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会　計　予算説明資料

款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

160

総合計画での位置付け 高齢者支援の充実

8,617

989,068

44,920

予備費 予備費 3,836

合　　　　　　　計 1,051,200

基金積立金 基金運用益の積立 4,599

諸支出金 国県精算返納金及び介護保険料還付金

包括的支援事業 包括センター運営費、配食、家族介護者支援、成年後見、緊急通報等

支援総合事業費 一般介護予防事業等

介護予防・日常生活 要支援１・２の方の訪問、通所、生活支援事業等

【新規】認知症初期集中支援チーム、認知症地域支援推進員・任意事業費

地域支援事業

保険給付費

介護サービス等諸費 要介護１から５の方の介護サービス費

介護予防サービス等諸費 要支援１・２の方の介護予防サービス費

その他諸費 介護給付の審査支払手数料（国保連）

高額介護サービス等費 高額介護・予防サービス費
高額医療合算介護サービス等費 高額医療合算介護・予防サービス費
特定入所者介護サービス等費 施設入所者等への食費及び居室費の減免

計画策定委員会費 策定委員会報酬等

総務管理費 全般の事務費（主に電算処理委託費）

介護認定審査会費 要介護認定調査費及び介護認定審査会費

趣旨普及費 周知用パンフレット等費

総務費

介護保険事業特別会計 1,051,200 338,622 416,511

　介護を必要とする人が適切なサービスを受けられるように、社会全体で支え合うことを目的とし、
被介護者の自立を支援したり、介護する側の家族の負担を軽減できるようサポートしたりと、介護
者・被介護者の双方が安心して生活できる社会を目指す。
　すべての高齢者が人間としての尊厳を保ち、自立した生活を送れるよう、地域社会で支え合いなが
ら介護サービスの充実を図る。

　三朝町高齢者福祉計画・第７期介護保険計画に沿って、適切な事業運営を行う。
　計画及び介護保険料は3年ごとに見直しを行ない、第7期の計画期間は平成３０～32年度。
　　介護保険料基準額　　　6,700円/月

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

296,067

その他 一般財源

予算書
ページ

予算
科目

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債

平成30年度 介護保険事業　特　別

所属： 福祉 福祉推進

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

所属：

予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

建設水道 上下水道

20,089

国県支出金

予算
科目

予算額事業名（中事業） 事　業　内　容

一般財源

35,500

予備費 予備費 1,000

簡易水道費
一般管理費14,714　水道管移転補償工事（見込）2,000
維持修繕費　3,100

19,814

基金積立金　62 62

公債費

総合計画での位置付け ⑫　上・下水道の安定確保

簡易水道事業特別会計 35,500 7,200

　簡易水道施設等35施設の適正な維持管理を行い、安定した給水を行う。

　簡易水道及び飲料水供給施設区域の住民に、安全な飲料水の安定供給を行う。
　施設改良工事として、老朽管の布設替、配水池のボールタップ取替及び人孔蓋の取替を行う。
　老朽管の更新は、湯谷送水管布設替工事（延長：約1.3ｋｍ）を施工する。ボールタップは町内15
箇所、人孔蓋は町内４箇所の取替を行う。

合　　　　　　　計

長期債償還元金　6,207
長期債償還利子　1,217

7,424

改良事業費
　湯谷送水管布設替　L=1,300ｍ
　配水池ボールタップ交換　15箇所　人孔蓋取替　４箇所

7,200

平成30年度 会　計　予算説明資料簡易水道事業　特　別

8,211

事業名（大事業）

予算書
ページ

地方債 その他

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

平成30年度 温泉配湯事業　特　別 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

予算
科目

所属： 建設水道 上下水道

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

20,899

　三朝町が所有する源泉から採取した温泉を、旅館を中心とした供給施設に安定的に配湯を行う。

　現在採取している源泉（５箇所）の配湯設備の維持管理を行う。
　温泉スタンドの利用者のため屋根を設置し、悪天候でも利用できるよう改良を行う。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

温泉配湯事業特別会計 20,900 1

温泉管理費
温泉配湯管理費　13,397

13,397

改良事業費 温泉改良事業費　648 648

基金費 基金積立金　5,855 5,855

総合計画での位置付け ⑫上・下水道の安定確保

予備費 予備費 1,000

合　　　　　　　計 20,900

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

予算書
ページ

予算
科目

国県支出金 地方債 その他 一般財源

平成30年度 下水道事業　特　別 会　計　予算説明資料

20,032

下水道事業特別会計 406,600 65,500 73,900

所属： 建設水道 上下水道

事業名（大事業） 予算額

127,276139,924

　財源内訳  　          (単位：千円)

406,600

1,500

　三朝町内の公共下水道を適正に管理し、公共用水域の水質保全や居住環境の改善をはじめ、水環境
の循環型社会形成に貢献する。

　公共下水道の維持管理を適正に行う。
　供用開始から30年を迎えようとする下水道は、大きな不具合は無いものの老朽化が懸念されてい
る。住民生活に重大な影響を及ぼす事故の発生や機能停止を未然に防止し、施設更新や維持管理コス
トの平準化を図るため平成26年度に長寿命化計画を策定した。この計画に基づき平成27年度から
行っている長寿命化事業を継続して実施する。
　また、下水道法が平成28年に改定され、下水道施設の点検・調査が義務付けられました。このた
め、今年度、下水道事業計画の検討を行う。また、昨年度からの継続事業であるストックマネジメン
ト計画を策定し、危険個所の点検・調査等も今後行っていく。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

公共下水道総務管理費
一般管理費 12,534　電算委託 174　移転補償工事 3,000
職員手当 30　基金積立金 4,294

流域下水道整備事業費 天神川流域下水道事業市町村負担金　12,182 12,182

公共下水道施設管理費　
天神川流域下水道維持管理負担金　67,369
公共下水道管理費　9,969　公共桝設置費　1,050
公共下水道変更認可業務費　6,000

84,388

総合計画での位置付け ⑫　上・下水道の安定確保

合　　　　　　　計

予備費 予備費 

公債費
長期債償還元金　136,918
長期債償還利子     23,480

160,398

公共下水道整備事業費
長寿命化事業費　125,100
特定環境公共下水道整備事業費(単独事業費)　3,000

128,100

過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

2,808

平成30年度 集落排水処理事業 特　別 会 計　予算説明資料

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

集落排水処理事業特別会計 98,800 78,933

予算書
ページ

予算
科目

所属： 建設水道 上下水道

19,867

　町内の農業集落排水施設、林業集落排水施設、小規模集合排水施設の維持管理を適正に行い、公共
水域の水質保全や居住環境の安全確保をはじめ、水環境の循環型社会を形成に寄与する。

　農業集落排水施設（8施設）、林業集落排水施設（1施設）、小規模集合排水施設（4施設）の維持
管理を行う。
　平成6年から16年にかけて整備した農業集落排水施設について、長寿命化や施設修繕･更新を行いラ
イフサイクルコストの平準化を図り計画的な改修を行うため、平成30年度に機能強化計画を作成す
る。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

600

1,556

27,082

集落排水管理運営費 一般管理費　1,494　職員手当　25　電算処理委託　37

農業集落排水処理施設  21,882
林業集落排水処理施設    1,036
小規模集合排水処理施設 4,164

98,800

長期債償還元金 　53,618
長期債償還利子　 12,136

公債費

予備費 予備費

65,754

1,000

総合計画での位置付け ⑫　上・下水道の安定確保

合　　　　　　　計

集落排水施設管理費

農業集落排水処理施設機能強化事業費　2,808

汚水桝設置費（２箇所）　600

過疎 辺地
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（単位：千円）

30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減

使用料及び手数料 34 34 0 47 85 △ 38 45 45 0

県支出金 0 0 0

財産収入 402 403 △ 1 2,365 2,481 △ 116 124 155 △ 31

財産運用収入 352 353 △ 1 1,365 1,481 △ 116 36 40 △ 4

財産売り払い収入 50 50 0 1,000 1,000 0 88 115 △ 27

寄付金 0 0 70 70 0

繰入金 200 200 0 0 0

繰越金 10 9 1 1,838 1,834 4 461 430 31

諸収入 4 4 0 0 0

650 650 0 4,250 4,400 △ 150 700 700 0

30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減

総務費 543 544 △ 1 2,451 2,567 △ 116 269 300 △ 31

一般管理費 192 192 0 86 86 0 145 145 0

財産管理費 0 0 0

基金費 1 2 △ 1 0 0

諸費 350 350 0 2,365 2,481 △ 116 124 155 △ 31

林業費 50 50 0 0 0 0 0 0 0

林業振興費 50 50 0 0 0

林　道　費 0 0 0

諸支出金 0 0 0

予備費 57 56 1 1,799 1,833 △ 34 431 400 31

650 650 0 4,250 4,400 △ 150 700 700 0

　旭　　財産区 竹　田　財産区 財産区会計　集計

30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減

使用料及び手数料 180 180 0 68 68 0 374 412 △ 38

県支出金 0 0 0 0 0

財産収入 1,005 1,011 △ 6 2,127 2,127 0 6,023 6,177 △ 154

財産運用収入 5 11 △ 6 127 127 0 1,885 2,012 △ 127

財産売り払い収入 1,000 1,000 0 2,000 2,000 0 4,138 4,165 △ 27

寄付金 0 0 70 70 0

繰入金 150 150 0 990 562 428 1,340 912 428

繰越金 14 78 △ 64 203 680 △ 477 2,526 3,031 △ 505

諸収入 1 1 0 12 13 △ 1 17 18 △ 1

1,350 1,420 △ 70 3,400 3,450 △ 50 10,350 10,620 △ 270

30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減 30年度 29年度 増減

総務費 420 490 △ 70 1,338 1,388 △ 50 5,021 5,289 △ 268

一般管理費 300 370 △ 70 736 736 0 1,459 1,529 △ 70

財産管理費 112 112 0 389 389 0 501 501 0

基金費 8 8 0 13 13 0 22 23 △ 1

諸費 0 200 250 △ 50 3,039 3,236 △ 197

林業費 0 0 0 0 0 0 50 50 0

林業振興費 0 0 50 50 0

林　道　費 0 0 0 0 0

諸支出金 900 900 0 2,000 2,000 0 2,900 2,900 0

予備費 30 30 0 62 62 0 2,379 2,381 △ 2

1,350 1,420 △ 70 3,400 3,450 △ 50 10,350 10,620 △ 270歳出合計

歳出合計

歳入合計

歳入合計

区　　　分

（歳　　入）

（歳　　出）

（歳　　入）

（歳　　出）

小　鹿　財産区 三　徳　財産区 三　朝　財産区

平成３０年度　　財産区特別会計予算集計表

区　　　分

- 202 -



款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

４．その他特記事項

第 2 章

平成30年度 水 道 事 業 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

予算
科目

0

所属： 建設水道 上下水道

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

水 道 事 業 会 計 150,000 0 0 150,000

　三朝町上水道施設を適正な維持管理を行い、安定した水の供給を行う。

　安心で安全な飲料水を安定的に供給するため、原水取水施設・配水給水施設の維持管理に係る経費
及び他事業による水道施設移転等の工事委託を行う。
　建設改良事業では、老朽管対策として大瀬地内の配水管の更新、大瀬・横手間の送水管設計業務、
公営企業会計システムの更新等を行う。

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

150,000

事業費用

水質検査委託費
ポンプ施設等動力費
修繕費及びその他維持管理運営費
減価償却費及び資産減耗費

115,500

建設改良工事
（大瀬地区配水管布設替工事　　　　　　　　８,５００）
（大瀬・横手間送水管設計業務　　　　　　　７,６７９）
（配水管布設替後舗装工事　　　　　　　　　７,０００）
（公営企業会計システム更新　　　　　　　　２,８８５）

資本的支出
34,500

総合計画での位置付け ⑫　上・下水道の安定確保

企業債償還金　　　　　　　　　　　　　　　７,８７０

合　　　　　　　計

過 辺過疎 辺地
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款 項 目 課 室

１．事業の目的

２．事業の概要

３．事業内容
（単位：千円）

　指定管理料
　企業債・長期借入金利息
　減価償却費
　保険料等

　【事業収入】
指定管理者納付金
その他収入

　企業債等元金償還金
　　企業債償還金
　　長期借入金償還金
　　町会計借入金償還金

　【資本的収入】
三朝町一般会計出資金

４．その他特記事項

第 章総合計画での位置付け

98,889
12,716

161,696

合　　　　　　　計

　資本的支出
33,000

203,067

30,000
3,696

23,351
1,415

　事業費用 58,462

22,000
593

144,605

　国民の健全な休養宿泊施設を提供し、もってその保健衛生の向上と、三朝町観光事業の振興に寄与
することを目的とする。

　指定管理者による国民宿舎ブランナールみささの管理運営

事業名（中事業） 事　業　内　容 予算額

0

所属： 財務課 国民宿舎対策

事業名（大事業） 予算額
　財源内訳  　          (単位：千円)

国県支出金 地方債 その他 一般財源

国 民 宿 舎 事 業 会 計 203,067 0 0 203,067

平成30年度 国 民 宿 舎 事 業 会　計　予算説明資料

予算書
ページ

予算
科目

過 辺過疎 辺地
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